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東ト協の第八代会長に就任の株式会社浅井の浅井　社長

新  春  対  談

都民の暮らしを支える 運送事業をサポート
運送経営者として堅実経営が第一

　四谷の広い道路を挟んで全日本トラック協会の向かい側にある東京都トラック協
会。これまでの会長さんには殆ど対談頂いている。昨年、この東ト協第八代会長
に就任されたのが株式会社浅井の浅井　社長。ご尊父は全日本トラック協会会長も
なさった浅井時郎さんで、本誌はトラックショー開催で大変お世話になった方である。
対談はやや緊張気味でスタートしたが、ご尊父とのご縁をお話して意気投合、忌憚の
ないお話を伺うことが出来た。東ト協は昨秋、東京の代々木公園で「トラックフェスタ
TOKYO 2018」を開催した。このイベントでは、交通安全を呼びかけるステージ
プログラムやトラックの乗車体験、子ども安全免許証の発行。トラック運送の仕事体験
や荷積み・荷下ろし体験などを催し、親子がトラックに親しんだ。浅井　会長は「この
ようなイベントを通して、トラックの役割を広く都民に知って頂きたい。暮らしを支え
るトラックは社会インフラです。」と語っている。大きな節目となる今年、浅井会長は
トラック運送業界の社会的地位向上に全力で取り組む。

は、流通構造の中でも弱い立場に
ありますので、労働問題などでも
しわ寄せを受けやすい環境に置か
れています。特に、事業者個々の
力は弱いので、東ト協など業界団
体の役割は極めて大きいと考えて
おります。

●ますます深刻化する
　運転者不足

■秋林路　本日はご多忙の中、お
時間をいただき有り難うございま
す。本誌は東京都トラック協会の
歴代会長様には、皆様対談させて

■秋林路　単刀直入に申し上げま
すと、私はこの業界は運賃が最大
の課題だと思っております。運送
業界は平成 2年に物流二法が施行
されて、事実上、運賃が自由化に
なった訳ですが、荷主は物流コス
トを抑えて、販売の競争力を高め

頂いておりまして、特にご尊父の
浅井時郎様にはトラックショーの
開催にあたり、東京だけでなく北
海道にまで足を運んでいただき、
並々ならぬご支援をいただきまし
た。こうしてご子息の浅井会長様
にも、東ト協の会長として、お話

たい立場ですから、自由化になる
と運賃の引き下げを求めてきま
す。運送事業免許も自由化に等し
い訳ですから、新参の事業者も
次々に参入します。この自由化で
事業者数は約 4万社から 6万社に
増えています。当然、新参の事業

しを伺うことが出来ますのも深い
ご縁を感じております。
　このトラック運送業界は最近、
運転者不足が深刻な上に、働きか
た改革が重なって、一段と困難な
経営が強いられています。
■浅　井　そうですね。この業界

浅井 　氏（一般社団法人東京都トラック協会会長）
ゲスト
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トラック運送業界の社会的地位向上に全力で取り組む…浅井会長 メーカーとユーザーをつなぐITVショーに協力を…本誌・秋林路

新  春  対  談

者は生き残るために安い運賃を荷
主に提示します。荷主は安い運賃
で運んでくれるトラック事業者ほ
ど優秀で、荷主貢献度が高いとい
う評価になりますから、業界は値
下げ競争に追い込まれてしまって
います。
■浅　井　この厳しい経営環境の
中で、先輩たちはよくこのトラッ
ク事業を続けてきたと思います。
■秋林路　そうですね。でも少子
高齢化は社会現象ですから、この
人手不足は業界の努力だけではど
うにもなりません。本誌は 約４
年前に全日本トラック協会にご協
力願って、自由民主党のトラック
輸送振興議員連盟の政治家の皆さ

■浅　井　それは側面支援として
有り難いことです。この業界は運
転手さんが財産です。ドライバー
がプライドを持って仕事ができる
ようにしないと人も集まらない
し、運送経営も継続できません。
■秋林路　私は歴代の青年部長さ
んとも対談してきましたが、若い
経営者は不当に安い運賃は受けな
いという考えが強くなってきてい
るように思います。本来、荷主と
トラック運送事業者は対等である
べきだし、荷主は運賃よりも輸送
品質で事業者を評価するべきです
ね。運賃の安さを競わせるのであ
れば、「安かろう悪かろう」に陥っ
てしまいます。

んに一年余りにわたってインタ
ビューを連載、トラック運賃の適
正化が急務だと訴えてきました。
■浅　井　それは有り難いことで
す。運賃の適正化は、運送事業者
個々と荷主との交渉ですが、ある
意味ではタブーの話題ですから、
非常に難しい面もあります。
■秋林路　私は、トラック運送業
界が、戦国時代に追い込まれたの
は、この物流二法からだと思って
います。物流二法は、物流の効率
化によって物価を抑制して、庶民
の暮らしに貢献することが目的に
なっています。この目的は正しい
と思うのですが、それによって、
トラック運送業界にしわ寄せがく

■浅　井　それでも、このトラッ
ク業界は輸送品質の向上に努め
てきたと思います。運転手のマ
ナーだとか、安全運転などに経
営者はずいぶん時間とお金を
使っています。
■秋林路　その点は頭が下がる思
いです。毎日の始業点検や日報の
提出、改善のための自主的なミー
ティングなども定着しています。
■浅　井　確かにトラック運送業
界は、取引きの面で弱い立場にあ
るのですが、物流は経済の基本で
すし、トラック運送は庶民の暮ら
しを支える意味でインフラですか
ら、社会的使命を担っている訳で
す。確かに経営環境は厳しい状態

るのは筋違いですよね。少子高齢
化でこのまま運転手不足がエスカ
レートすると、荷物はあっても届
ける人がいなくなるので、物流マ
ヒが発生する可能性があります。
その原因は物流二法だし、この法
律を作ったのは政治家の皆さんだ
から、トラック業界の運賃適正化
も政治家の役割、というのは本紙
の主張です。
　具体的にはトラックの運賃の正
常化を強く求めたのですが、その
ころから国土交通省は女性労働力
の活用とか、運賃取り決めの書面
化などを政策として打ち出してき
ましたので、微力ながら効果は
あったのかなと思っています。

に置かれていますが、事業者の大
多数はプライドを持っています。

●社会的使命の立場で
　会員を支援

■秋林路　そうですね。その点、
このトラック業界は素晴らしいと
思います。東ト協は昨年の秋、
代々木公園で「トラックフェスタ
TOKYO 2018」を開催されまし
た。非常に意義のある事業だと思
いました。
■浅　井　「トラックフェスタ」は
平成 28 年に創立 50 周年記念事業
の一環として、第 1回目を開催い
たしました。平成 28 年は、東京
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昨秋、東京の代々木公園で盛大に開催された「トラックフェスタTOKYO 2018」 小学校における「トラックの日」キャンペーン

新  春  対  談

都トラック協会にとって、前身の
「東京陸上運輸協会」創立（昭和 41
年 10 月 25 日）以来 50 周年とい
う、記念すべき年でした。半世紀
にわたる「歩み」を礎に、新たな歴
史の幕開けを期すべき年でもある
ことから、様々な記念事業を行い
ました。先ほども申しあげました
が、トラック運送は物を届けるラ
イフラインですから、その役割を
都民の皆さんに広く知って頂きた
い。縁の下の力持ちだけれども、
この活動がなければ庶民の生活は
成り立ちませんからね。
■秋林路　トラックの日に合わせ
たイベントは、地方トラック協会
ごとに開催しておられますが、特
に大切ですね。東京都トラック協
会のイベントは子供さんたちも参

格情報の提供、運行管理者試験の
受験に関する案内、それに様々な
助成（補助）、融資の斡旋も行って
います。
■秋林路　最近よく首都圏直下型
地震が近いと言われますが、緊急
時の対応も常日ごろから準備が必
要ですよね。
■浅　井　それは「万が一の時の
頼れるライフライン」として位置
付けておりまして、常に災害時を
想定して訓練を行い、災害発生直
後の救援物資の緊急輸送から、都
市機能回復の復興物資輸送に従事
します。災害発生時には、国・東
京都・区市町村や防災機関や関東
トラック協会と相互に連絡し、情
報収集に努めます。また、東京都
や関東の各県トラック協会からの

加して大規模に開催されました。
将来、大規模災害が発生した時に
真っ先に活動するのはトラックで
すから、普段から都民の皆様にこ
の業界の役割を広く知って頂くこ
とはとても大切です。
■浅　井　昨年は大規模災害の多
い年でしたが、この業界は緊急物
資輸送で大活躍しました。災害時
にはトラックの役割がクローズ
アップされるのですが、暫くたつ
と忘れ去られてしまいます。その
意味でもトラックの日などの機会
にキャンペーンを繰り返す意義は
大きいと思っています。
■秋林路　東ト協の活動はホーム
ページに詳しく掲載されています
が、サービスの向上、緊急輸送体
制、経営安定の取り組み、交通安

要請を受けて、各支部への協力要
請と車両の手配を行い、被災地の
緊急輸送拠点や陸上・海上・空輸
などの広域輸送拠点や、備蓄倉庫
などから物資を緊急輸送します。
■秋林路　防衛や消防は有事の際
に活動する組織ですが、トラック
輸送もある意味では同じ位置付け
ですね。自衛隊員も消防隊員もプ
ライドを持った方が多いのです
が、そういう意味ではトラックド
ライバーも大いにプライドを持つ
べきだと思います。
■浅　井　「トラック野郎」という
映画の影響もあったかもしれませ
んが、一般的にはまだ社会的地位
が低いと思われています。しか
し、大多数のドライバーさんは社
会的使命を感じてお仕事をなさっ

全への取り組み、環境への取り組
みなど、事業内容は多岐にわたり
ますね。
■浅　井　トラック運送は道路イ
ンフラを使用する事業ですから、
基本的には庶民の暮らしを支える
ことが使命です。ですから、まず
事業者自身が健全でどのような
ニーズにも対応できなくてはなり
ません。そのため、東ト協とし
て、会員の皆様にできることは何
か、例えば経営であったり、財政
であったり教育といったサポート
になります。
■秋林路　運送事業者にとって
の最大の課題は経営の安定です
からね。
■浅　井　その通りです。具体的
には各種制度の改定情報や軽油価

ています。
■秋林路　トラックステーション
などで運転手さんにお話しを聞く
ことがありますが、皆さん紳士で
すね。それにフレンドリーです。
通常は一人で乗務している運転手
さんが多いので、ドライブインで
顔を合わせた時には仲間意識が強
いのだと思います。マスコミはト
ラックが関係する事故が発生する
と、とかく悪者扱いしますが、必
ずしもトラックが原因とは限りま
せん。最近の裁判では乗用車の
「あおり運転」が問題になりました
が、一般ドライバーにも不届きも
のはいます。トラックドライバー
は会社で安全運転の教育も受けて
いるし、常にドライブレコーダー
に記録が残っているので無謀な運
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㈱浅井の倉庫・保管事業 主に重量品を運ぶトレーラ 超大物の輸送

新  春  対  談

転はしません。
■浅　井　東ト協も安全運転には
特に力を入れていまして、初任運
転者特別講習などの各種講習会を
開催するとともに、警視庁主催の
セーフティドライバー・コンテス
トへの参加促進なども実施してい
ます。

●株式会社浅井の幅広い事業

■秋林路　よくわかりました。会
員の皆様が協会の事業に期待を寄
せておられることがよく理解でき
ます。
　次に会長さんの会社、株式会
社浅井について少し伺います。
昔、ご尊父様へのインタビューで
「創業当時はリヤカーで運んだ」と
おっしゃっていました。そういう
話しを、子供のころにお父様から
お聞きになったことありますか。

初は一般小型貨物運送でしたが、
場所が羽田に近かったこともあっ
て、航空関係に進み、川崎に近い
ので電機メーカーの重量品輸送や
工事の施工などにも業務の幅を広
げています。現在は、2003 年に
株式会社浅井に社名変更し、営業
範囲も関東全域から中部、関西へ
もエリアを広げています。
■秋林路　会社の経営は順風満帆
だったのですか。
■浅　井　そんなことはありませ
ん。創始者の父は語り尽くせない
苦労をしてきたと思いますし、当
初からお世話になった最大のお客
様が経営破綻した時は、連鎖倒産
の恐れもありました。良い時期ば
かりではありません。
■秋林路　ホームページを見させ
て頂きますと、事業内容はずいぶ
ん広くなっていますね。
■浅　井　これは先代をはじ
め、全社員の努力の賜だと思い

■浅　井　父は戦後間もなくの
1951 年（昭和 26 年）に、田舎から
東京に出て大田区で運送業を始め
ているのですが、まだしっかりし
たトラックはない時代ですから、
リヤカーで配達していたようで
す。でも 2 年後の 1953 年には一
般小型貨物自動車運送の浅井運送
有限会社を立ち上げています。当
初から「誠心誠意」、「一業一誠」を
座右の銘にしておりましたので、
お客様を第一に考えた経営をして
きたと思います。
■秋林路　実はその精神面でのお
話しですが、当時、私と一緒に仕
事をしておりました日新出版の増
田周作社長が『今こそ論語』という
本を上梓して、ご尊父様にプレゼ
ントしたことがあります。増田社
長は歴代総理の師と仰がれた安岡
正篤先生の青年部長を大阪で務め
ておりましたので、論語には明る
くて銀座の事務所で成人の論語教

ます。当初父が掲げた「誠心誠
意」、「一業一誠」の精神は今でも
変わりません。

●正しい未来のトラック情報を

■秋林路　今後の方針などをどの
ようにお考えですか。
■浅　井　私どもの仕事は時代と
ともに変化して参ります。これま
では都市開発、道路インフラなど
国づくりが大きなテーマでした
が、これからは防災であったり、
輸送・保管もより高いレベルが求
められると思います。当社として
はお客様を第一に、市場ニーズに
柔軟に対応して参りたいと考えて
います。
■秋林路　輸送品質という意味
で、運ぶ道具、つまりトラックや
トレーラ、荷役機器も大きく変
わってくると思います。すでにト

室も開いておりました。
　ですから論語には相当自信を
持っていまして、世の中が乱れた
今こそ儒教精神を養う必要がある
と意気込んで執筆した本ですが、
ご尊父様はその本を手にして一言
「今さら論語」と酷評されました。
その時には本のタイトルの論議に
はならなかったのですが、後で伺
いますと、日本にはすでに儒教精
神は根付いているので「今さら」と
申し上げたんだよ、と私に話して
下さいました。
■浅　井　それは面白いエピソー
ドですね。父は東ト協の後、全日
本トラック協会の会長も務めまし
たが、歴代会長の中でもユニーク
な存在であったと思います。
■秋林路　ご尊父にお目にか
かった時は浅井運輸機工株式会
社でした。
■浅　井　浅井運輸機工株式会社
への社名変更は 1965 年です。当

ラックも自動運転が目前に来てい
ますし、AI（人工知能）と IOT（モ
ノインターネット）の組み合わせ
で不可能とされていたことが可能
になる時代です。
■浅　井　実はそういう話しが最
近多いのですが、現実の業務にど
のように影響するのか明確にはわ
かりません。
■秋林路　トラックにAI が搭載
され自動運転になると、正確なナ
ビゲーションで無人運行が可能に
なる。すでにその技術は完成して
いますので、そういう時代が到来
するのは、それほど遠くないと考
えられます。あとは応用ですが、
まだ社会的なコンセンサスを得る
には時間がかかると思います。
■浅　井　でも実感はまだ湧いて
きません。
■秋林路　国土交通省は 2020 年
には自動運転をレベル 3に引き上
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航空機の輸送

シールドマシンの組立て空港関係の事業

トンネル工事に使用するシールドマシン

新  春  対  談

げると発表していますので、徐々
に理解度は深まると思います。
■浅　井　メーカーはそういう情
報をわれわれトラックユーザーに
もっと提供して頂きたいですね。
■秋林路　これまで輸送機材の情
報はトラックメーカーが主に提供
していましたが、現状ではトラッ
クメーカーとユーザーのパイプが
遊離しています。某トラックメー
カーの宣伝担当者が「当社が大型
トラックを作っていることを知ら
ない運送会社はない。これからは
小型トラックの宣伝だけに力を入
れる。」と筆者に話したのでびっく
りしたことがあります。トラッ
ク、特に大型トラックはユーザー
ニーズに基づいて開発されるべき
ですが、その大切な情報をトラッ
クメーカー自らがシャットアウト
しているのが現状です。
■浅　井　でも当社に出入りする
トラックの販売員は皆さん真面目
ですよ。
■秋林路　トラックのセールス

で、遠方の方は宿泊されます。
従って、事業者大会の 10 月 2 日
を挟んで三日間の会期があれば、
約 1500 社の参加事業者は必ずこ
のトラックショー見るチャンスが
ある訳です。勿論、このトラック
ショーには全ての皆さんをご優待
します。
■浅　井　それは願ってもない
チャンスですね。
■秋林路　実はこのトラック
ショーを『ITV』（インテリジェン
ト・トランスポート・ビークル）
と銘打ったのには訳がありまし
て、自動車メーカーは東京モー
ターショーで未来の車を展示すれ
ばよいと考えていますが、乗用車
中心の東京モーターショーを見に
行けるトラック運送経営者は限ら
れています。それなら全国の主要
トラックユーザーが 1500 社余り
も集結する全国トラック運送事業
者大会に合わせてトラックユー
ザーとメーカーが交流する場を設
ければ、ユーザーの声がメーカー

は、販売会社の仕事ですから熱心
だと思います。でもトラックを開
発するメーカーの技術者がトラッ
クユーザーに情報を求めて訪問す
ることは極めて少ないと思います。
　実は一昨年関東 8県と新潟、静
岡、愛知のトラック協会長さんに
連載でインタビューをしました。
その時、ほとんどの会長さんは「ト
ラックは我々の希望がメーカーに
伝わりにくい」との苦言を呈して
おられました。物づくりはユー
ザーの声を傾けると少量多品種に
なる恐れがあります。部品点数の
多い自動車は、同じ種類の製品を
数多く生産して、量産効果でコス
トダウンを図ろうとします。これ
がコストパフォーマンスなのです
が、ユーザーニーズを受け入れよ
うとするとメーカー主導の生産は
出来なくなります。
■浅　井　トラックの価格が上
がっても困るけど、荷主に対して
より品質の良い輸送を提供しよう
とすると、それなりの車両が必要

に届くのではないか。ITV には
「未来のトラック」の意味が含まれ
ているのですが、トラックメー
カーに限らず車体メーカー、ト
レーラーメーカーもユーザーの声
に耳を傾ける絶好のチャンスだと
思う訳です。
■浅　井　今度幕張メッセで開催
する全国トラック運送事業者大会
は、関東トラック協会の担当で私
がその責任者です。できる限りの
協力をしますのでぜひ成功させて
下さい。
■秋林路　ありがとうございま
す。会場は 1 ホールだけですの
で、そんなに広くないのですが、
できるだけ多くのメーカーに参加
していただきたいと思っていま
す。また、事業者大会の分科会で
行う勉強会もメーカーの代表と
ユーザーの代表が「これからのト
ラックのあり方」について論議す
るステージであっても良いと考え
ています。まだ少し時間がありま
すので改めてご相談させていただ

になります。やはりメーカーと
ユーザーのパイプが切れているの
は問題ですよね。
■秋林路　我田引水になって恐縮
なのですが、本誌は 2019 年 10 月
に幕張メッセで新しいトラック
ショーを開催します。同じ時期に
全日本トラック協会は幕張メッセ
で全国トラック運送事業者大会を
開催されますよね。
■浅　井　はい。昨年 10 月に香
川県高松市で開催した事業者大会
で私が発表しました。
■秋林路　実はその発表をお聞き
して、私は幕張メッセに協力を求
めて 2019 年 10 月 1 日から 3 日
まで、事業者大会が行われる国
際会議場のすぐ前（第 7 ホール）
で『ITV』と題した新しいトラック
ショーを開催することにしたので
す。このトラック運送事業者大会
には、遠方の方は前日に来られま
すし、当日の大会は午後からです
ので午前中は空いています。また
当日は夜まで懇親会が続きますの

きます。最後に浅井会長様のご趣
味やスポーツなどをお聞かせくだ
さい。
■浅　井　仕事中心の人間ですの
で趣味は何もありません（笑）。何
はともあれ、この重責（トラック
協会会長）を全うすること、そし
て社業を堅実に発展させることが
第一です。悠々自適の時期が来ま
したら船で海外旅行をするのもい
いなと思いますが…。スポーツも
学生時代には色々やりましたが、
今はゴルフくらいでしょうか。
■秋林路　確かに東京は全国の中
心ですし、2年後には東京オリン
ピック・パラリンピックが控えて
いるので、陰で輸送を支える事業
者さんも神経をお使いになると思
います。また今年は 5月に元号も
変わって新しい時代を迎えます。
どうか健康に留意なさってトラッ
ク業界発展の為にご活躍されます
ことを願っております。
　本日はお忙しい中、時間をいた
だき有り難うございました。


